
 

 

 

 

 

 

 ３月 25日に議会で予算案が可決され、令和 4年度当初予算額が決定しました。 

予算総額は、一般会計で 1,103億 3,000万円、特別・企業会計を含めると、

2,002億 5,663万 9,000円となりました。 

 

 

 

 

 

 

一般会計予算額は、平成 30年度に初めて 1,000億円を超え、今年度は と

なりました。 

令和 4年度当初予算では、

を意識し、「今やるべきこと」に優先的に配分したほか、コロナ禍でも市民サ

ービスを安定的に供給することを基本とし、真に必要な行政サービス・事業にメリハ

リを付けて配分しました。名付けて、 ！！ 

次のページからは、その内容についてお伝えしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 所沢市の財政について、わかりやすくお伝えするために発行している所沢市財政トークス。 

 今号は、令和 4年度予算について、「１ 当初予算総額」「２ 歳入当初予算」「３ 歳出当

初予算」の３本立てでお送りします。 

 財政に詳しい方も、普段あまりなじみのない方も、この機会に所沢市の財政について新し

い発見をしていただき、興味を持っていただけたら幸いです。 
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急激な歳入減や、突発的な歳出増に備えて積み立てている財政調整基金（前年度当初

予算比＋7億 1,954万円）、公共施設の改修等の整備に充てるために積み立てている施設整

備基金からの繰入金の増（同＋1億 1,919 万円）などが影響したものです。

 

  地方交付税のうち、普通交付税の増（同＋2億円）を見込んだことが影響したもので

す。 

 

  所沢市観光情報・物産館 YOT-TOKO建設工事終了による減（同▲5億 3,520 万円）

などが影響したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

繰入金 

60 億 8,695 万円 5.5％ 

基金（財源の調整や、特定の 

目的のために積み立てている 

貯金）の取り崩し額 
市税  

525 億 881 万円 47.6％ 

市民の皆さんや法人に納めていた

だく、市民税や固定資産税など 

国・県支出金  

293 億 2,450 万円 26.6％ 

特定の事業に対し、国や県から配分

される補助金など 

地方消費税交付金  

74 億円 6.7％ 

県から交付される、 

消費税を原資とした交付金 

市債  

57 億 5,910 万円 5.2％ 

道路や施設の工事等にあたり、 

国や銀行などから借り入れる額 

使用料・手数料  

14 億 6,658 万円 1.3％ 

施設の使用料や証明発行手数料 

など 

地方交付税  

18 億 2,000 万円 1.7％ 

自治体の財政力に応じて、 

国から配分される収入 

その他  

59 億 6,406 万円 5.4％ 

前年度からの繰越金や国からの地

方譲与税、保育料など 

２ 

 

総額 
1,103 億 

3,000 万円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、増大していると言われる社会保障経費。国では医療、年金、介護、子育てと

いった分野に分けられていますが、本市で負担する費用の多くは、目的別歳出の民生

費に含まれています。この民生費は、実際にどのぐらい増えているのでしょうか。 

 

 

 

 

 

平成 25年度からの 10年間、民生費は右肩上がりで、約 125億円増えています。 

この間、予算総額も増えているため、割合としては 40％代後半で推移しています

が、もうすぐ一般会計歳出予算総額の 50％に到達しそうな勢いです。 

今後もこうした傾向は続く見込みであるため、税収増や歳出抑制の取り組みがます

ます重要になっていきます。 

３ 

 

消防費 

41 億 2,190 万円 3.7％ 

埼玉西部消防組合への負担金や、 

消防団、その他防災に係る費用 

民生費 

534 億 6,474 万円 48.5％ 

高齢者福祉、障害者福祉、生活福祉、

児童福祉、国民健康保険や介護保険

の一部などに要する費用 

公債費 

75 億 1,790 万円 6.8％ 

国や銀行などから借り入れた 

市債の返済に要する費用 

その他  

16 億 3,351 万円 1.5％ 

商業・産業・農業の振興、 

議会運営に要する費用など 

 

総務費 

99 億 5,806 万円 9.0％ 

市役所の運営、広報、選挙、市税の

賦課徴収などに要する費用 

土木費 

100 億 5,596 万円 9.1％ 

道路や河川、公園の整備、 

まちづくりなどに要する費用 

教育費 

109 億 5,253 万円 9.9％ 

学校の整備や運営、生涯学習、 

スポーツ振興などに要する費用 

衛生費 

126 億 2,540 万円 11.5％ 

健康増進、疾病予防、環境への取り組み、 

ごみ収集・処理などに要する費用 

総額 

1,103 億 

3,000 万円 
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年度 
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民生費の推移 

歳出を民生費（子育てや福祉など）や

衛生費（健康や環境など）など, 

行政目的によって分類したもの 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出には、前ページの「目的別」、このページの「性質別」の２通りの分け方があり

ます。ちょっとわかりづらいこの２つの違いを、目的別の民生費を例に見ていきたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

このように、目的別の中のいろいろな費用を、考え方を変えて分類し直したものが

「性質別」で、自治体の財政の特色などを測る指標としても活用されています。 
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扶助費 

296 億 438 万円 26.8％ 

生活困窮者や障害者、児童等に対する

支援にかかる費用 

人件費  

197 億 8,600 万円 17.9％ 

職員の給与や議員の報酬などに 

かかる費用 

 

補助費等 

162 億 9,151 万円 14.8％ 

各種団体への助成金のほか、市が支

払う保険料など 

 

物件費 

197 億 3,831 万円 17.9％ 

他の項目に分類されないもので、 

消耗品や委託料などの、消費的な費用 

普通建設事業費 

73 億 3,234 万円 6.6％ 

道路や学校、その他の公共施設の 

工事などにかかる費用 

公債費 

75 億 1,790 万円 6.8％ 

国や銀行などから借り入れた 

市債の返済にかかる費用 

繰出金 

78 億 6,697 万円 7.1％ 

国民健康保険や介護保険の運営などのため、

一般会計から特別会計に繰り出す費用 

 

その他  

21 億 9,259 万円 2.1％ 

公共施設の補修・修繕、 

基金への積立金、予備費など 

総額 
1,103 億 

3,000 万円 

 

歳出を扶助費（生活困窮者や障害者支援

など）や人件費（職員の給与など）な

ど、経済的性質によって分類したもの



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

３・４ページで歳出予算について見てきましたが、 

ここでは、前年度と比較し、特に増減割合が大きい 

ものについてご紹介します。 

 

 

 

 

一般廃棄物最終処分場整備のための下水道事業会計負担金（前年度当初予算比＋2億

3,448万円）、市民医療センター運営のための病院事業会計補助金（同＋2億 2,753 万円）、

予防接種に係る委託料（同＋1億 6,986 万円）などの影響により、増額となりました。 

 

市役所内のセキュリティ対策のためのシステム更新（同＋1億 8,914 万円）、市役所庁

舎空調・給水設備改修設計（同＋1億 2,760 万円）などの影響により、増額となりまし

た。 

 

 

所沢市観光情報・物産館 YOT-TOKOの建設工事が終了したことによる工事費

の減（同▲5億 3,523 万円）などの影響により、減額となりました。 

 

 

 

 

 

東西クリーンセンターの長期包括運営委託料（前年度当初予算比＋1億 9,857万円）、市役所

内のセキュリティ対策のためのシステム更新（同＋1億 8,914 万円）、予防接種に係る委

託料（同＋1億 6,986 万円）などの影響により、増額となりました。 

 

  介護保険特別会計への繰出（同＋1億 7,722万円）、後期高齢者医療特別会計への繰出

（同＋1億 2,552 万円）、所沢駅西口土地区画整理特別会計への繰出（同＋1億 1,813 万円）の影

響により、増額となりました。 

 

 

  所沢市観光情報・物産館 YOT-TOKOの建設工事終了による工事費の減（同▲5億

3,523万円）、山口中学校既存擁壁改修工事終了による工事費の減（同▲3億 5,094 万円）な

どの影響により、減額となりました。 

 

 

5 

 


